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新春会員のつどい
平成22年1月14日（木） 16時～19時　吉祥寺第一ホテル

c o n t e n t s



表紙写真　水道道路（吉祥寺本町三丁目辺り）

昭和40年 12月撮影。この通りは自動車の進入が制限されていて、子どもたちの格好の遊び場でした。

夏は草ぼうぼうになり、トンボやバッタを捕ったりして安全な原っぱだったのです。

現在は『井の頭通り』と名前を変え、自動車通りになってしまいました。

鈴 木  育 男 　　

　
　
表
紙
写
真
提
供
　
鈴
木
育
男
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ら
か
ん
ス
タ
ジ
オ
取
締
役
会
長

昭
和
10
年
よ
り
74
年
間
吉
祥
寺
本
町
に
居
住
し

吉
祥
寺
の
変
貌
を
見
続
け
て
い
る
。

写
真
館
経
営
の
か
た
わ
ら
、
町
の
記
録
を
撮
影
し
、「
吉
祥
寺
と
周
辺

寸
描
」
写
真
集
に
ま
と
め
る
。

本
年
の
表
紙
は
、
こ
の
写
真
集
よ
り
抜
粋
し
連
載
す
る
。
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（1） 平成21年11月5日 ほうじん「むさしの」 第381号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

社団 
法人 武蔵野法人会事務局 
TEL 0422（51）1441　FAX 0422（55）5544

１００年に一度の危機に遭遇していると言われる日本経済は最悪期を脱しつつあるものの

その前途は予断を許さない状況です。新しい年は明るい一年となるよう気持ちを新たに

会員の皆様とともに新春を迎えたいと思います。

平成２２年（２０１０年）の『新春会員のつどい』には、皆様お誘いあわせの上、多数ご参加

くださいますようご案内申しあげます。

お申し込みは

所定の参加申込書（別送）に記入され、参加費を下記銀行にお振込みの上、平成21年12月

22日（火）までに（社）武蔵野法人会事務局までFAXまたは郵送でお申し込み下さい。

平成21年の新春会員のつどい
ロビーにてお茶のサービス

◆ 日　時　平成22年１月14日（木）　受付：午後４時　開宴：午後５時～７時

◆ 場　所　吉祥寺第一ホテル

◆ 会　費　5,000円

　当日は楽しいイベントが
　　　　　　盛りだくさんです

　　　　　　　　　  お早めにお越し下さい



第381号 ほうじん「むさしの」 平成21年11月5日 （2）

－会員増強にご協力下さい－

　
当
会
で
は
昨
年
、
ほ
う
じ
ん
「
む
さ
し
の
」
8
月
号
・
9
月
号
・
11
月

12
月
合
併
号
で
、
3
回
に
わ
た
り
「
公
益
法
人
制
度
改
革
シ
リ
ー
ズ
」
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
法
律
の
施
行
を
踏
ま
え
、
よ
り
詳
し
い
公
益

法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
情
報
と
、
平
成
22
年
秋
の
公
益
法
人
認
定
取

得
申
請
に
向
け
て
法
人
会
は
ど
う
準
備
を
進
め
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、

新
た
に
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

現
行
制
度
は
明
治
29
年
発
令

制
度
疲
労
が
起
き
て
い
る

問   

今
、
な
ぜ
、
公
益
法
人
制
度
改
革

な
の
で
す
か

答  

今
の
制
度
は
明
治
29
年
に
出
来
ま

し
た
。
100
年
以
上
を
経
て
、
制
度
疲
労

が
起
き
て
い
ま
す
。
制
度
を
悪
用
す
る

団
体
も
出
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た
制
度
に
変

え
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
今
回
の
制
度

改
革
の
目
的
で
す
。

問  

現
行
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

答  

１.  

民
法
34
条
に
基
づ
き
、
主
務

官
庁
（
法
人
会
は
国
税
庁
（
国
税
局
）
の

許
可
を
得
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。（
公

益
に
関
す
る
社
団
に
し
て
営
利
を
目
的

と
せ
ざ
る
も
の
）

２.  

主
務
官
庁
の
指
導
・
監
督
、
所
掌

に
関
わ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３.  

優
遇
措
置
（
税
の
減
免
等
）
が
あ

り
ま
す
。

問  

現
行
制
度
の
問
題
点
は
何
で
す
か

答  

１.  

主
務
官
庁
制
の
弊
害
が
出
て

き
ま
し
た
。

　
①
　
主
務
官
庁
の
裁
量
の
幅
が
大
き

く
、
法
人
設
立
が
簡
便
で
な
い

　
②
　
公
益
性
の
判
断
基
準
が
不
明

　
③
　
各
事
業
分
野
ご
と
の
主
務
官
庁

に
よ
る
指
導
監
督
が
縦
割
り
で

煩
雑

　
④
　
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
法
人
の
管
理
運

営
の
あ
り
か
た
）
に
問
題

　
⑤
　
情
報
開
示
が
不
十
分

　
⑥
　
公
益
性
を
失
っ
た
法
人
が
公
益

法
人
と
し
て
存
続
し
続
け
る

２.  

明
治
29
年
の
民
法
制
定
（
公
益
法

人
制
度
の
始
ま
り
）
以
来
、
抜
本
的
な

見
直
し
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

３.  

民
間
非
営
利
活
動
を
、
社
会
シ
ス

テ
ム
の
中
で
積
極
的
に
位
置
づ
け
、
そ

の
活
動
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
べ
き

で
す
。

問  

公
益
法
人
制
度
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
で
す
か

答  

公
益
法
人
制
度
の
図
解
を
す
る
と

次
頁
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。



（3） 平成21年11月5日 ほうじん「むさしの」 第381号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

問  

制
度
改
革
で
法
人
会
は
ど
う
し
て

「
公
益
認
定
法
人
」
を
選
ぶ
の
で
す
か

答  

法
人
会
は
、
民
間
に
お
け
る
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

歴
史
、
伝
統
、
実
績
を
踏
ま
え
、
更
に

社
会
へ
の
貢
献
を
充
実
す
る
た
め
、
引

き
続
き
「
公
益
法
人
」
と
な
っ
て
税
を

中
心
と
し
た
公
益
的
な
事
業
を
優
先
し

て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問  

公
益
認
定
法
人
と
な
る
の
は
ど
ん

な
要
件
が
必
要
で
す
か

答  

公
益
法
人
と
な
る
た
め
に
は
、「
公

益
目
的
事
業
を
主
と
し
て
行
う
こ
と
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
要
件
の
中
で
も
、「
公
益
事
業
を
50
％

以
上
行
う
こ
と
」と
い
う
要
件
を
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
続
く
）

〈公益法人制度は次のように変わります。〉 
 現　在 

 
これから 

公益法人 
 

一般認可法人 
 

主務官庁の所掌事業を中 

心として各種事業の実施 

 

登記で設置可能 

（監督官庁なし） 

法人会の場合、 

税に関連した事業 

会員向け各種事業 

収益事業 

 

公益認定法人 
 

公益目的事業 
（第１号から第２２号の 

どれでも可） 
 

その他の事業 
・共益事業 
・収益事業 

 

1/2基準 
 

主務官庁 
（法人会は、国税庁） 

許可 
指導、監督 

 

行政庁 

認定 
指導、監督 

民法34条 
公益に関する社団にして、
営利を目的とせざるものは
主務官庁の許可を得て法人
となすことを得 

・一般社団法人及び一般財団法人
に関する法律 
・公益社団法人及び公益財団法人
の認定等に関する法律　 
　　　　　　　　　　　　　 等　 

税の優遇 税の優遇 

・
ご
質
問
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
一
報
願
い
ま
す
。

・
第
２
弾
は
平
成
22
年
１
月
号
に

掲
載
致
し
ま
す
。



第381号 ほうじん「むさしの」 平成21年11月5日 （4）

－会員増強にご協力下さい－

委員会・部会・支部会活動報告
2009（平成21）年9月～10月

１．小金井北支部 2009青少年のための科学の祭典 …………………………………… p.４

２．三鷹2支部合同 奥清津水力発電所・柏崎刈羽原子力発電所へのエネルギーツアー …… p.５

３．吉祥寺南支部 ホテルのフルコースでテーブルマナー研修 ………………………… p.６

４．小金井南支部 秋の秩父・長瀞ライン下りと美やま温泉バスツアー …………… p.７

５．源泉部会 「現物給与・報酬・料金の源泉徴収について」……………………… p.８

　
9
月
13
日
（
日
）、「
2
0
0
9
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」
東
京

大
会
が
、
昨
年
に
続
き
東
京
学
芸
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
少
年
・
少
女
た
ち
の
好
奇
心
と
熱
気
に
溢
れ
、
各
団
体
出
展

の
100
ブ
ー
ス
は
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
法
人
会
協
賛
）

３
回
目
の
会
場
と
な
っ
た
東
京
学
芸
大

学
は
、
本
年
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
創
立
60

周
年
記
念
を
迎
え
て
い
る
。
分
散
し
て
い
た

校
舎
を
小
金
井
に
統
合
し
た
と
き
植
栽
さ
れ

た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
苗
は
、
今
や
空
を
突
く

大
樹
と
な
り
、
大
学
の
教
育
理
念
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
に
倣
っ

て
地
域
に
開
放
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
青

少
年
の
盛
大
な
祭
典

会
場
と
し
て
安
全
で

快
適
な
カ
ル
チ
ャ
ー

天
国
と
な
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
大
学
構

内
に
入
る
こ
と
も
刺

激
と
な
る
。
家
族
で
、

友
達
同
士
で
、
丸
１
日

を
科
学
メ
ニ
ュ
ー
一

辺
倒
で
も
飽
き
な
い

様
子
だ
っ
た
。

理
科
が
教
科
書
や

実
験
の
中
だ
け
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
意
外
な
所
や
生
活
に
密
着

し
て
い
る
こ
と
を
知
る
驚
き
！
　
ま
た
、
プ

ロ
の
大
人
た
ち
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
、
本
物

の
白
バ
イ
や
消
防
車
に
乗
っ
た
り
、
学
生
た

ち
と
一
緒
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た

り
と
、
存
分
に
駆
け
回
り
、
好
奇
心
に
目
を

輝
か
せ
て
い
る
の
を
見
る
の
は
新
鮮
だ
。

「
参
加
し
た
大
勢
の
人
々
に
祭
典
の
記
憶
が

刻
ま
れ
、
き
っ
と
理
科
好
き
が
育

つ
に
違
い
な
い
」
と
期
待
が
膨
ら

む
一
日
と
な
っ
た
。

祭
典
は
、
実
行
委
員
会
を
始
め
、

当
日
の
運
営
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

担
っ
て
い
る
。
大
世
帯
が
ま
と

ま
っ
て
無
事
に
終
了
で
き
た
だ
け

で
も
脱
帽
だ
が
、
各
ブ
ー
ス
に
配

置
さ
れ
る
小
学
生
や
中
学
生
た
ち

が
、
お
仕
着
せ
の
授
業
と
は
ち

が
っ
て
自
発
的
で
楽
し
ん
で
い
る

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

（
広
報
委
員
　
野
口
由
紀
子
）

2 
0 
0 
9
青
少
年
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
科
学
の
祭
典 

● 

研
修
会 

小金井北支部 



（5） 平成21年11月5日 ほうじん「むさしの」 第381号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

▲柏崎刈羽原子力発電所　遠景は１号機、２号機等

▲奥清津水力発電所

　
10
月
18
日(

日)

・
19
日
（
月
）、
東
京
電
力
武
蔵
野
支
社
の
ご
協
力
を
得

て
、
奥
清
津
水
力
発
電
所
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
へ
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
ツ
ア
ー
」を
開
催
。
初
企
画
の
三
鷹
2
支
部
合
同
研
修
は
、
総
勢
50

人
（
東
支
部
29
人
＋
西
支
部
21
人
）
の
参
加
が
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

奥
清
津
水
力
発
電
所
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力 

発
電
所
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー 

● 

合
同
研
修
会 

三鷹2支部合同 

東
ま
で
送
電
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
燕
三
条
経
由
で
岩
室
温
泉
へ
は

ま
っ
し
ぐ
ら
。
ひ
と
風
呂
浴
び
た
後

の
懇
親
会
で
は
、
東
支
部
の
演
芸
、

西
支
部
の
美
声
に
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
、
三
鷹
地
区
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

瞬
間
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。原

子
力
発
電
所
の
敷
地
は
　
　

東
京
ド
ー
ム
の
90
個
分
　
　

翌
日
の
研
修
先
、

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
は
、
東
京
ド
ー

ム
90
個
分
の
広
大
な

敷
地
に
７
機
の
原
子

炉
を
有
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
は

も
と
よ
り
、
そ
の
設

２

備
・
安
全
性
・
CO 

削
減

等
は
研
修
で
訪
れ
る

に
値
す
る
も
の
で
し

た
。午

後
、
三
つ
目
の
研

修
先
の
蔵
元
「
原
酒

造
」
で
は
、
雄
弁
な
営

業
部
長
さ
ん
よ
り
「
未

懇
親
会
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
鷹
地
区
が
ひ
と
つ
に
　
　
　
　

　
　
　

２
台
の
バ
ス
は
、
早
朝
７
時
30
分
、

三
鷹
駅
前
と
武
蔵
境
駅
前
を
其
々
の
第

一
停
車
場
と
し
て
、
一
路
新
潟
県
南
魚

沼
郡
湯
沢
町
へ
と
出
発
。
途
中
、
越
後

湯
沢
の
「
舞
茸
山
菜
料
理
と
米
所
」
で

お
腹
を
満
た
し
、
紅
葉
の
真
っ
盛
り
の

清
津
川
流
域
を
愛
で
な
が
ら
、
日
本
最

大
級
の
揚
水
発
電
所
に
到
着
し
ま
し

た
。
魚
沼
連
峰
県
立
自
然
公
園
指
定
地

内
に
位
置
す
る
こ
の
ダ
ム
の
水
路
は
山

肌
に
埋
め
ら
れ
、
模
型
と
想
像
力
で
の

み
知
り
得
る
雄
大
な
も
の
で
、
最
大
出

力
は
160
万
Ｋ
Ｗ
、
遠
く
我
々
の
住
む
関

だ
に
爪
痕
を
残
す
２
０
０
４
年
の
中
越

地
震
か
ら
の
目
覚
し
い
復
興
は
、
現
社

長
の
一
言
が
全
社
員
の
気
持
ち
を
希
望

へ
と
奮
い
起
こ
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
」

旨
伺
い
、
酒
の
味
よ
り
経
営
者
の
在
り

方
を
教
訓
と
し
て
受
け
止
め
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
初
企
画
の
合
同
研
修
旅

行
は
、
穏
や
か
な
日
和
の
下
に
胸
に
残

る
熱
い
旅
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お

き
ま
す
。

（
広
報
委
員
　
高
橋
由
美
）
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9
月
29
日
（
火
）、
吉
祥
寺
東
急
イ
ン
に
て
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修

会
」を
開
催
。
講
師
は
東
急
イ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
遠
藤
健
司
様
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
食
べ
な
が
ら
の
研
修
な
の
で
、
南

支
部
会
員
だ
け
で
な
く
家
族
や
、
ま
た
女
性
部
会
か
ら
も
多
数
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
は
　
　
　
　
　

食
事
を
共
に
す
る
方
へ
の
気
遣
い

　

ホ
テ
ル
で
フ
ル
コ
ー
ス
の
お
食
事
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
皆
さ
ま

紳
士
淑
女
に
変
身
し
、
華
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
研
修
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
に
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
と
い
う
と
、

だ
い
た
い
の
知
識
は
あ
る
け
れ
ど
聞
く

の
も
恥
ず
か
し
い
。
何
と
な
く
隣
席
を

見
な
が
ら
真
似
を
し
て
で
は
、
せ
っ
か

く
の
料
理
の
味
を
堪
能
で
き
な
い
。
結

局
、
作
法
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
る
よ

り
「
や
っ
ぱ
り
箸
の
日
本
料
理
が
一

番
」
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 
ホ
テ
ル
の
フ
ル
コ
ー
ス
で 

　
　
　
　
　
　 

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修 

● 

研
修
会 

吉祥寺南支部 

美
味
し
い
料
理
で
　
　
　
　
　

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
実
習
　
　

さ
て
、
グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
天
野

様
よ
り
「
本
日
の
料
理
」
の
ご
案

内
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
お
料

理
も
美
味
で
、
皆
満
足
で
す
。
ま

た
、
途
中
で
骨
付
き
魚
の
さ
ば

き
方
、
バ
ナ
ナ
を
フ
ォ
ー
ク
と

ナ
イ
フ
で
食
べ
る
マ
ナ
ー
な
ど

を
習
い
、
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。（
個
人
的
に
は
バ
ナ
ナ
は

手
で
食
べ
た
い
な
ぁ
…
）

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
は
、
な
ぜ

必
要
な
の
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
食
事
中
に
同
席
者
が
音
を

立
て
な
が
ら
料
理
を
食
べ
た
ら
、

食
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人

し
か
し
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
本
質

は
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
方
へ
の
気
遣

い
、
大
人
と
し
て
の
た
し
な
み
で
す
。

必
要
以
上
に
難
し
く
考
え
る
必
要
は
な

い
け
れ
ど
、
相
手
の
気
持
ち
を
気
遣
っ

て
こ
そ
、
武
蔵
野
法
人
会
の
経
営
者
！

初
心
に
戻
り
、
さ
あ
、
研
修
で
す
。
ま

ず
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
歴
史
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
席
に
座
る
の

は
左
側
か
ら
、
そ
の
理
由
は
右
腰
に

サ
ー
ベ
ル
を
つ
け
て
い
る
か
ら
と
の
こ

と
。
は
る
か
昔
、
古
城
で
の
食
事
会
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
歴
史
や
語
源

な
ど
知
識
が
少
し
あ
る
だ
け
で
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
も
楽
し
く
、
興
味
深
く
な
り

ま
し
た
。

も
い
ま
す
。
お
互
い
が
お
互
い
の
こ
と

を
気
遣
う
、
大
人
に
は
必
ず
必
要
な
た

し
な
み
で
す
。「
も
う
、
年
だ
か
ら
」
と

か
考
え
ず
、
素
敵
な
人
に
な
る
た
め
に

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
が
必
要
で
す
。
楽

し
く
、
た
め
に
な
る
勉
強
会
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
南
支
部

副
支
部
長
で
あ
り
、
吉
祥
寺
東
急
イ
ン

総
支
配
人
、
松
田
様
始
め
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
講
師
の
遠
藤
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。  

（
広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）
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10
月
6
日（
火
）、
台
風
接
近
に
よ
る
小
雨
の
中
、
秋
の
研
修
旅
行「
秩

父
・
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
と
美
や
ま
温
泉
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
い
小
金
井
南
支
部
は
ご
家
族
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
多
数
あ

り
、
地
域
支
部
活
動
の
意
図
が
充
分
に
反
映
さ
れ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し

た
。往

路
の
バ
ス
車
中
で

2
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
　

台
風
18
号
接
近
の
影
響
か
ら
早
朝
か

ら
小
雨
に
な
り
、
少
し
肌
寒
い
中
、
参

加
者
は
全
員
定
刻
通
り
に
集
合
し
て
、

午
前
６
時
45
分
に
小
金
井
商
工
会
館
前

を
大
型
バ
ス
で
出
発
し
た
。
中
央
高
速

国
立
Ｉ
Ｃ
よ
り
、
圏
央
道
経
由
関
越

道
、
秩
父
方
面
へ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
。

車
中
、
石
黒
支
部
長
よ
り
小
金
井
支
部

活
動
に
対
す
る
ご
協
力
の
お
礼
並
び
に

最
近
の
活
動
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

往
路
は
渋
滞
も
な
く
、
早
速
バ
ス
研
修

の
開
始
で
す
！
　
第
１
部
は
（
株
）
カ

ネ
モ
リ
の
森
屋
前
会
長
よ
り
「
地
震
と

家
具
の
転
倒
防
止
」
な
ど
住
宅
と
地
震

 
秋
の
秩
父
・
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
と 

　
　
　
　
　 

美
や
ま
温
泉
バ
ス
ツ
ア
ー 

● 

バ
ス
ツ
ア
ー 

小金井南支部 

「
温
泉
が
先
か
、
食
事
が
先
か
」の
意
見

に
分
か
れ
ま
し
た
が
、
取
り
あ
え
ず
食

事
が
先
と
の
結
論
に
達
し
、
４
階
の
食

事
会
場
へ
。
窓
外
の
霧
雨
交
じ
り
の
景

色
に
目
を
や
り
な
が
ら
も
、
食
欲
の
方

が
勝
る
一
行
で
あ
っ
た
。
奥
秩
父
の
郷

土
料
理
に
舌
鼓
。

午
後
３
時
過
ぎ
に
昼
食
会
場
を
出
発

し
て
秩
父
神
社
へ
参
拝
。
隣
接
す
る
秩

父
ま
つ
り
会
館
を
見
学
し
た
後
、「
道

の
駅
は
な
ぞ
の
」
で
新
鮮
な
地
元
の
お

土
産
を
購
入
、
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
に
積
み

込
む
光
景
が
見
ら
れ
た
。
早
朝
か
ら
の

バ
ス
研
修
ツ
ア
ー
も
終
盤
に
な
り
、
気

が
つ
け
ば
バ
ス
の
車
中
で
あ
っ
た
。

帰
路
は
カ
ラ
オ
ケ
で
得
意
の
喉
を
披

露
し
て
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
、
小
金
井
に
到
着
。

生
憎
の
天
候
で
あ
っ
た
が
「
参
加
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
、
談
笑
の
声
が

多
々
聞
か
れ
、
秋
の
日
帰
り
バ
ス
研
修

セ
ミ
ナ
ー
は
感
動
の
う
ち
閉
幕
。「
来

年
度
も
新
鮮
な
企
画
・
ア
イ
デ
ア
を
持

ち
寄
り
、
多
く
の
支
部
会
員
の
参
加
を

募
り
、
法
人
会
活
性
化
は
支
部
活
動
第

一
に
」
と
締
め
く
ら
れ
た
。

役
員
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

（
小
金
井
南
支
部
　
高
橋
俊
雄
）

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
為
に
な
る
お

話
を
い
た
だ
い
た
。
三
芳
Ｐ
Ａ
で
休
憩

の
後
、
第
２
部
は
（
有
）
ア
ー
バ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
高
橋
社
長
よ
り
「
ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
世
界
よ
り

ニ
ュ
ー
ス
の
真
実
を
解
き
明
か
そ
う
」

と
題
し
て
非
日
常
の
切
り
口
か
ら
様
々

な
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
参

加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
、
バ
ス
セ
ミ

ナ
ー
研
修
は
無
事
終
了
。

雨
に
濡
れ
た
秋
の
渓
谷
美
を

堪
能
し
た
ラ
イ
ン
下
り
　
　

最
初
の
見
学
地
、
250
有
余
年
の
歴
史

を
持
つ
松
岡
酒
造
で
酒
作
り
の
工
程
、

様
子
を
見
学
し
た
あ
と
、
バ
ス
は
秩
父

市
内
を
約
40
分
走
り
、
い
よ
い
よ
秩

父
・
長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
の
桟
橋
へ
到

着
。
今
回
は
親
鼻
橋
か
ら
岩
畳
ま
で
の

約
30
分
、
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

「
日
本
の
秋
と
雨
に
濡
れ
た
渓
谷
美
の

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
コ
ラ
ヴ
ォ
レ
ー

シ
ョ
ン
！
」
の
表
現
が
よ
く
似
合
い
、

参
加
者
は
誰
も
が
詩
人
に
な
っ
て
い

た
。
山
遭
い
で
は
早
く
も
紅
葉
が
始
ま

り
、
秋
冬
へ
準
備
支
度
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
！

渓
谷
美
の
あ
と
、
昼
食
会
場
「
美
や

ま
温
泉
」
へ
移
動
。
ラ
イ
ン
下
り
で
冷

え
た
身
体
と
空
腹
を
感
じ
た
一
行
は
、
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旅
行
中
に
激
し
い
腹
痛
・
下
痢
に
か
か
り
、
何
Kg
も
や
せ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
時
折
耳
に
し
ま
す
。
日
本
で
は
水

道
の
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
水
は
安
心
し
て
飲
め
ま
す
が
、
海

外
で
は
違
い
ま
す
。
細
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
・
寄
生
虫
な
ど
が
混

入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
が
多
い
硬
水
で
あ
る
た
め
に
体
に
合
わ
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
す
。
楽
し
い
旅
行
を
フ
ル
に
楽
し
む
た
め
に
も
水

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
飲
料
水
は
可
能
な
限

り
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
東
南

ア
ジ
ア
・
南
米
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
で
は
、
歯
磨
き
の
後

の
う
が
い
に
も
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
方
が
良

い
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
購
入
の
際
は
、
路
上
な

ど
で
は
購
入
せ
ず
（
水
道
水
を
詰
め
て
い
る
可
能
性
あ
り
）、

ホ
テ
ル
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
購
入
し
て
下
さ
い
。
カ
フ
ェ
等
で

頼
む
清
涼
飲
料
水
の
中
の
氷
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
氷
は

た
い
て
い
の
場
合
、
水
道
水
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
国
の
道
端
で
美
味
し
そ
う
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
果
物
を
売
る

露
店
に
惹
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
要
注
意
で
す
。
ナ
イ
フ
は
も

と
よ
り
、
切
っ
た
果
物
を
洗
う
際
に
も
、
バ
ケ
ツ
に
た
め
た
水

を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
す
！ 

ま
た
、
旅
行
中
の
下
痢
に
は
、

時
差
や
環
境
の
違
い
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の
や
、
脂

肪
の
多
い
食
事
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み
な
れ

た
胃
薬
・
整
腸
剤
（
下
痢
止
め
・
便
秘
薬
）
は
必
ず
持
参
し

ま
し
ょ
う
。
最
近
で
は
粉
末
の
イ
オ
ン
飲
料
の
元
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
地
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
溶
か

し
て
飲
む
の
も
脱
水
症
の
予
防
・
治
療
に
役
立
ち
ま
す
。

協
力 

　
医
療
法
人
財
団 

慈
生
会
　
野
村
病
院
副
院
長  

三
浦
靖
彦
先
生

　
9
月
29
日
武
蔵
野
法
人
会
館
に
お
い
て
、
武
蔵
野
税
務
署
法
人
課
税
第

二
部
門
近
藤
統
括
官
と
平
田
審
理
担
当
官
を
お
迎
え
し
て
源
泉
所
得
税
の

研
修
会
を
開
催
。
当
研
修
会
は
し
ば
ら
く
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
申
し

込
み
が
80
人
を
超
え
る
盛
況
で
し
た
。宅

等
の
賃
貸
料
が
一
定
の
算
式
に
よ
り
計

算
さ
れ
た
賃
貸
料
相
当
額
を
下
回
っ
て
い

る
場
合
、
差
額
は
給
与
所
得
と
さ
れ
る
。

レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
費
用
の
負
担
は
、
一

般
的
に
認
め
ら
れ
る
行
事
費
用
に
は
課
税

さ
れ
な
い
が
、
参
加
に
代
え
て
金
銭
を
支

給
す
る
と
、
全
員
に
そ
の
額
の
経
済
的
利

益
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

（
３
）
報
酬
・
料
金
等
の
源
泉

徴
収
　
謝
礼
・
研
究
費
・
車
代
・

記
念
品
代
な
ど
の
名
義
で
支
払

わ
れ
て
も
、
源
泉
徴
収
す
る
必

要
が
あ
る
。
交
通
費
や
宿
泊
費

等
は
交
通
機
関
や
ホ
テ
ル
に
直

接
支
払
わ
れ
、
そ
の
金
額
が
通

常
の
も
の
で
あ
れ
ば
源
泉
徴
収

の
必
要
は
な
い
。

（
源
泉
部
会
　
三
澤
建
美
）

「
現
物
給
与
・
報
酬
・
料
金
の 

　
　
　
　
　
　
　
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
」 

● 

源
泉
所
得
税
の
実
務 

源泉部会 始
め
に
、
近
藤
統
括
官
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
平
田
審
理
担
当
官
が
「
源

泉
所
得
税
の
実
務
　
初
級
編
」
を
講
義
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か
を
選
ん

で
書
き
ま
す
。

（
１
）
非
課
税
と
さ
れ
る
給
与
　
交
際
費

は
業
務
の
た
め
に
使
用
し
て
、
そ
の
事
績

が
明
ら
か
な
も
の
は

課
税
さ
れ
な
い
が
、

渡
し
切
り
で
精
算
し

な
い
も
の
は
給
与
の

一
部
と
見
な
さ
れ

る
。
結
婚
祝
金
品
・

香
典
な
ど
は
、
社
会

通
念
上
相
当
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
は
課

税
さ
れ
な
い
。

（
２
）
現
物
給
与
・

住
宅
等
の
貸
付
　
社
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　本年も年末調整の時期となりました。税務署及び市役所では、年末調整のしかた

並びに法定調書・給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続を円滑に行って

いただくため、下記の日程にて説明会を開催いたします。 

　なお、説明会では「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調

書の作成と提出の手引」などを用いて説明いたしますので関係書類等を必ずご持参

の上ご来場願います。 

　これまで、納税証明書の税務署長印については朱色で印影表示してきましたが、

システムの見直しに伴い、平成21年9月24日以降に発行する納税証明書の税務署

長印については黒色で印影を表示していますのでお知らせします。 

　また、今後もシステムでの納税証明書の発行が困難な場合には、朱肉を用いて

税務署長印を押印する場合もありますので、併せてお知らせします。 

11月18日 
（水） 

開催日 

 午前　10時00分 

　　　　～12時00分 

午後　２時00分  

　　　　～４時00分 

 

開催時間 

三鷹地区 

対象地域 

三鷹市公会堂ホール 
三鷹市野崎 

　　　　１－１－１ 

説明会会場 所在地 

 
11月19日 
（木） 

午前　10時00分 

　　　　～12時00分 

午後　１時30分  

　　　　～３時30分 

 

小金井地区 
東京むさし農業協同組合 

小金井支店　3階ホール 

小金井市中町 

　　　　４－16－22

11月20日 
（金） 

午前　10時00分 

　　　　～12時00分 

午後　２時00分  

　　　　～４時00分 

 

武蔵野地区 武蔵野公会堂ホール 
武蔵野市吉祥寺南町 

　　　　１－６－22

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。 

※説明会の開始30分前から、会場の受付で年末調整関係用紙を配布いたします。 

※会場には駐車場がありませんので、車での来場はご遠慮ください。 



第381号 ほうじん「むさしの」 平成21年11月5日 （10）

◎連載『税務よくある相談』は、武蔵野税務署が「よくある」質問にお答えするという形式でご紹介するコーナーです。

 

Ｑ 

質
問

　
一
般
の
定
期
保
険
の
保
険
料

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
前
号

で
教
え
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
と
は
異
な
る
取
扱
い
を
う
け

る
定
期
保
険
の
保
険
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

法人税編 

法
人
が
支
払
う 

長
期
平
準
定
期
保
険
等
の 

保
険
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

38その 

税務 
よくある相談 

税務よくある相談係 

保
険
の
保
険
期
間
の
前
半
に
お
い

て
支
払
う
保
険
料
の
中
に
相
当
多

額
の
前
払
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
払
保
険
料

の
損
金
算
入
時
期
等
に
関
す
る
取

扱
い
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

一
般
の
定
期
保
険
の
保
険
料

と
は
異
な
る
取
扱
い
を
受

け
る
定
期
保
険
の
保
険
料

　法
人
が
、
自
己
を
契
約
者
と
し
、

役
員
又
は
使
用
人
（
こ
れ
ら
の
者

の
親
族
を
含
む
。）
を
被
保
険
者

と
し
て
加
入
し
た
定
期
保
険
（
一

定
期
間
内
に
お
け
る
被
保
険
者
の

死
亡
を
保
険
事
故
と
す
る
生
命
保

険
を
い
い
、
障
害
特
約
等
の
特
約

の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
み
ま

す
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
長
期
平
準
定
期
保
険
及

び
逓
増
定
期
保
険
（
以
下
こ
れ
ら

を
「
長
期
平
準
定
期
保
険
等
」
と

い
い
ま
す
。）
に
つ
い
て
は
、
一

般
の
定
期
保
険
の
保
険
料
と
は
異

な
る
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
平
準
定
期
保
険
（
そ
の

保
険
期
間
満
了
の
時
に
お
け
る

被
保
険
者
の
年
齢
が
70
歳
を
超

え
、
か
つ
、
当
該
保
険
に
加
入

し
た
時
に
お
け
る
被
保
険
者
の

年
齢
に
保
険
期
問
の
２
倍
に
相

当
す
る
数
を
加
え
た
数
が
105
を

超
え
る
も
の
を
い
い
、

に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）

　
逓
増
定
期
保
険
（
保
険
期
間

の
経
過
に
よ
り
保
険
金
額
が
５

倍
ま
で
の
範
囲
で
増
加
す
る
定

期
保
険
の
う
ち
、
そ
の
保
険
期

間
満
了
の
時
に
お
け
る
被
保
険

者
の
年
齢
が
45
歳
を
超
え
る
も

の
を
い
い
ま
す
。
）

（
注
）「
保
険
に
加
入
し
た
時
に
お

け
る
被
保
険
者
の
年
齢
」
と

は
、
保
険
契
約
証
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
契
約
年
齢
を
い
い
、

「
保
険
期
間
満
了
の
時
に
お
け

る
被
保
険
者
の
年
齢
」
と
は
、

契
約
年
齢
に
保
険
期
間
の
年
数

を
加
え
た
数
に
相
当
す
る
年
齢

を
い
い
ま
す
。

※
一
般
の
定
期
保
険
の
保
険
料
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
前
号
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

 

Ａ 

回
答

　
定
期
保
険
は
、
満
期
保
険
金
の

な
い
生
命
保
険
で
す
が
そ
の
支
払

う
保
険
料
が
平
準
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、
保
険
期
間
の
前
半
に
お
い

て
支
払
う
保
険
料
の
中
に
前
払
保

険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に

保
険
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
定
期

保
険
や
保
険
期
間
中
に
保
険
金
額

が
逓
増
す
る
定
期
保
険
は
、
当
該

長
期
平
準
定
期
保
険
等
に

係
る
保
険
料
の

損
金
算
入
時
期
に
つ
い
て

　法
人
が
長
期
平
準
定
期
保
険
等
に

加
入
し
て
そ
の
保
険
料
を
支
払
っ

た
場
合
（
役
員
又
は
部
課
長
そ
の

他
特
定
の
使
用
人
（
こ
れ
ら
の
者

の
親
族
を
含
む
。）
の
み
を
被
保

険
者
と
し
、
死
亡
保
険
金
の
受
取

人
を
被
保
険
者
の
遺
族
と
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
保
険
料
の
額
が
当

該
役
員
又
は
使
用
人
に
対
す
る
給

与
と
な
る
場
合
を
除
き
ま
す
。）

に
は
、
一
般
の
定
期
保
険
の
保
険

料
の
取
扱
い
に
よ
ら
ず
、
次
に
よ

り
取
り
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

次
表
に
定
め
る
区
分
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
表
に
定
め
る

前
払
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
の

期
間
に
あ
っ
て
は
、
各
年
の
支

払
保
険
料
の
額
の
う
ち
次
表
に

定
め
る
資
産
計
上
額
を
前
払
金

等
と
し
て
資
産
に
計
上
し
、
残

額
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
定
期

保
険
の
保
険
料
の
取
扱
い
の
例

に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
ま

す
。
　
　
（
次
頁
に
つ
づ
く
）



（11） 平成21年11月5日 ほうじん「むさしの」 第381号

◎連載『税務よくある相談』は、武蔵野税務署が「よくある」質問にお答えするという形式でご紹介するコーナーです。

　
保
険
期
間
の
う
ち
前
払
期
間

を
経
過
し
た
後
の
期
間
に
あ
っ

て
は
、
各
年
の
支
払
保
険
料
の

額
を
一
般
の
定
期
保
険
の
保
険

料
の
取
扱
い
の
例
に
よ
り
損
金

の
額
に
算
入
す
る
と
と
も
に
、

に
よ
り
資
産
に
計
上
し
た
前

払
金
等
の
累
積
額
を
そ
の
期
間

の
経
過
に
応
じ
取
り
崩
し
て
損

金
の
額
に
算
入
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

１
　
保
険
期
間
の
全
部
又
は
そ
の

数
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
い
っ
た

ん
そ
の
保
険
料
の
全
部
を
前
払

金
と
し
て
資
産
に
計
上
し
、
そ

の
支
払
の
対
象
と
な
っ
た
期
間

（
全
保
険
期
問
分
の
保
険
料
の

合
計
額
を
そ
の
全
保
険
期
間
を

下
回
る
一
定
の
期
間
に
分
割
し

て
支
払
う
場
合
に
は
、
そ
の
全

保
険
期
間
と
す
る
。
）
の
経
過

に
応
ず
る
経
過
期
間
分
の
保
険

料
に
つ
い
て
、

又
は

の

処
理
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

２
　
養
老
保
険
等
に
付
さ
れ
た
長

期
平
準
定
期
保
険
等
特
約
（
特

約
の
内
容
が
長
期
平
準
定
期
保

険
等
と
同
様
の
も
の
を
い
い
ま

す
。）に
係
る
保
険
料
が
主
契
約

た
る
当
該
養
老
保
険
等
に
係
る

保
険
料
と
区
分
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
当
該
特
約
に
係
る
保

険
料
に
つ
い
て
こ
の
長
期
平
準

定
期
保
険
等
に
係
る
保
険
料
の

取
扱
い
に
よ
り
ま
す
。

３
　
こ
の
取
扱
い
の
う
ち
逓
増
定

期
保
険
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
平
成
20
年
２
月
28
日
付
で

一
部
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
記
説
明
は
平
成
20
年
２
月
28

日
以
後
の
契
約
に
係
る
取
扱
い

と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
20
年

２
月
27
日
以
前
の
契
約
に
係
る

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
野

税
務
署
　
法
人
課
税
第
１
部
門

審
理
担
当
　
０
４
２
２
―
53
―

１
３
１
１
（
内
線
５
１
５
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区　　　　分 前払期間 資産計上額 

（
１
） 

（
２
）
逓
増
定
期
保
険 

保除期間満了の時における被保険者の年齢が70歳を超え、
かつ、当該保険に加入した時における被保険者の年齢に
保険期間の２倍に相当する数を加えた数が105を超えるも
の 

保険期間の開始の時
から当該保険期間の
60％に相当する期間 
 

支払保険料の
２分の１に 
相当する金額 

①　保険期間満了の時における被保険者の年齢が45歳を
超えるもの（②又は③に該当するものを除く。） 

保険期間の開始の時
から当該保険期間の
60％に相当する期間 

支払保険料の 
２分の１に 
相当する金額 

②　保険期間満了の時における被保険者の年齢が70歳を
超え、かつ、当該保険に加入した時における被保険者
の年齢に保険期間の２倍に相当する数を加えた数が95
を超えるもの（③に該当するものを除く。） 

 

 
同上 

支払保険料の 
３分の２に 
相当する金額 

③　保険期間満了の時における被保険者の年齢が80歳を
超え、かつ、当該保険に加入した時における被保険者
の年齢に保険期間の２倍に相当する数を加えた数が120
を超えるもの 

 
同上 

支払保険料の 
４分の３に 
相当する金額 

定
期
保
険 

長
期
平
準 

（注）前払期間に１年未満の端数がある場合には、その端数を切り捨てた期間を前払期間とします。 

【
前
払
期
間
、資
産
計
上
額
等
の
表
】

「税を考える週間」 

～ 国税電子申告・納税システム（e－Tax）の周知及び利用促進 ～ 
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◎ 連載『我が社のホープ』は、若手社員の仕事に対する思いを紹介するコーナーです。対象年齢20～30歳代。
    自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

株式会社  ひろ写真

い とう こう じ

伊藤　公司さん

　　　  その64

（三鷹西支部）

島根県大田市出身
24歳
世田谷区で弟と同居
趣味はスポーツ全般

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
遺
影
を
修
正

　
遺
影
や
メ
モ
リ
ア
ル
ビ
デ
オ
を
作
製
す
る
「
株
式
会
社
ひ
ろ
写

真
」
に
入
社
し
て
2
年
、
伊
藤
公
司
さ
ん
は
遺
族
の
要
望
に
沿
っ

て
故
人
の
写
真
を
葬
儀
の
主
役
に
ふ
さ
わ
し
く
パ
ソ
コ
ン
で
修
正

し
て
い
ま
す
。
よ
り
自
然
な
表
情
の
遺
影
に
仕
上
げ
る
た
め
、
常

に
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習
得
を
続
け
る
伊
藤
さ
ん
を
取
材
し

ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
写
真
は

自
在
に
修
正
可
能

伊
藤
公
司
さ
ん
が
島
根
県
か

ら
上
京
し
て
最
初
に
就
職
し
た

の
は
印
刷
会
社
で
し
た
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
（
株
）

ひ
ろ
写
真
の
求
人
広
告
「
パ
ソ

コ
ン
で
画
像
処
理
の
仕
事
。
未

経
験
者
Ｏ
Ｋ
」
に
惹
か
れ
て
転

職
し
ま
し
た
。
実
際
に
パ
ソ
コ

ン
は
未
経
験
者
だ
っ
た
の
で
、

入
社
後
し
ば
ら
く
は
先
輩
に
付

き
っ
切
り
で
仕
事
を
習
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
後
輩
に
教
え
る

腕
前
で
す
。

仕
事
は
全
て
葬
儀
社
を
仲
介

す
る
の
で
、
遺
族
の
方
と
直
接

話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

上
げ
た
遺
影
の
評
価
も
「
あ
の

と
き
の
は
、
良
い
仕
上
が
り

だ
っ
た
よ
」
と
聞
く
だ
け
で
す

が
、
遺
族
の
希
望
に
極
力
近
づ

け
る
よ
う
、
常
に
新
し
い
技
術

を
習
得
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
流
れ
は
、
依
頼
さ
れ

た
写
真
が
ス
ナ
ッ
プ
の
場
合
は

背
景
を
消
し
、
服
装
や
髪
型
を

希
望
に
沿
っ
て
修
正
し
ま
す
。

服
の
デ
ザ
イ
ン
・
柄
は
も
ち
ろ

ん
、
洋
服
を
着
物
に
変
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
何
葉
か
の
写

真
を
渡
さ
れ
て
「
顔
は
こ
の
写

真
、
髪
型
は
こ
ち
ら
の
写
真
で
」

と
い
っ
た
希
望
に
も
対
応
で
き

ま
す
。
仕
上
が
り
を
確
認
し
て

「
本
人
と
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
」、

「
服
装
が
若
す
ぎ
る
」な
ど
細
か

な
注
文
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
仕
上
げ
て

渡
し
ま
す
。
様
々
な
注
文
に
対

応
で
き
る
の
は
、
写
真
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
パ
ソ
コ
ン
で
修
正

す
る
か
ら
で
す
。

仕
事
先
に
名
前
を

覚
え
て
も
ら
い
た
い

伊
藤
さ
ん
は
、
世
界
遺
産
の
石

見
銀
山
遺
跡
が
あ
る
島
根
県
大

田
市
の
出
身
で
す
。「
３
人
兄
弟

の
長
男
で
す
が
、
歳
が
近
い
の

で
３
人
で
喧
嘩
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
（
笑
）」
と
い
う
少
年
時

代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
、

陸
上
競
技
や
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
上
京
し
て

か
ら
少
々
運
動

不
足
を
感
じ
て

い
る
そ
う
で

す
。

（
株
）
ひ
ろ
写

真
は
、
365
日
24

時
間
営
業
で
遺

族
の
突
然
の
悲

し
み
に
対
応
し

て
い
る
の
で
、
休
み
は
シ
フ
ト

制
で
す
。「
友
人
と
週
末
に
会
え

な
い
で
す
ね
」
と
た
ず
ね
る
と

「
島
根
か
ら
東
京
に
来
て
働
い
て

い
る
の
は
自
分
だ
け
な
の
で
、

帰
省
し
た
と
き
に
会
い
ま
す
。

下
の
弟
と
一
緒
に
暮
ら
し
始
め

ま
し
た
が
、
す
れ
違
い
の
生
活

で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
ま

り
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）」
と
の

こ
と
。「
今
、
一
番
嬉
し
い
の
は

仕
事
先
の
方
に
名
前
を
覚
え
て

も
ら
い
、『
伊
藤
さ
ん
』
と
呼
ば

れ
な
が
ら
話
を
す
る
こ
と
で
す
」

と
い
う
本
人
は
、
今
は
休
日
を

楽
し
む
よ
り
、
少
し
で
も
仕
事

の
技
術
を
覚
え
良
い
仕
事
を
し
、

周
囲
に
認
め
て
も
ら
え
る
こ
と

に
一
生
懸
命
の
ホ
ー
プ
さ
ん
で

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
談
）

株
式
会
社
　
ひ
ろ
写
真

■

住
所

三
鷹
市
上
連
雀
４
―
１
―
11

■

電
話

０
４
２
２
―
40
―
７
０
７
０

■

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２
２
―
40
―
７
０
６
９
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友
情
に
包
ま
れ
た

　
29
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ

第６４走者　

次
回
は
伊
藤
佳
子
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

昭
合
建
設
株
式
会
社
　
　
　
　

熊  

本
　
誠  

司

（
小
金
井
南
支
部
）

所
長
、
ハ
ワ
ー
ド
さ
ん
に
メ
ー

ル
を
出
し
て
近
く
に
あ
る
Ｕ
Ｃ

Ｓ
Ｄ
大
学
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
調
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
娘
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

調
べ
て
、
ビ
ザ
の
申
請
等
を
す

る
準
備
を
始
め
、
会
社
を
７
月

末
で
退
社
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
ー

ド
所
長
に
娘
の
住
む
場
所
を
探

し
て
も
ら
い
、
８
月
末
に
ビ
ザ

が
お
り
て
学
校
が
決
ま
り
、
後

は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。

所
長
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話

に
な
っ
た
の
で
、
お
礼
を
兼
ね

て
29
年
ぶ
り
に
私
も
一
緒
に
ア

メ
リ
カ
に
行
く
こ
と
に
し
、
娘

と
二
人
だ
け
の
旅
は
こ
れ
が
最

後
と
思
い
な
が
ら
の
旅
立
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　久
し
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
で

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

友
情
に
感
謝

９
月
16
日
の
午
後
５
時
20
分

に
成
田
を
発
っ
て
同
じ
日
の
午

前
10
時
20
分
に
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ

ル
ス
に
到
着
。
空
港
か
ら
は
レ

ン
タ
カ
ー
で
デ
ル
モ
ア
に
向
か

い
ま
し
た
。
途
中
の
町
の
景
色

は
、
私
が
居
た
頃
と
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
て
、
浦
島
太
郎
の

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

デ
ル
モ
ア
の
ハ
ワ
ー
ド
所
長

は
、
実
は
こ
の
と
き
結
婚
45
周

年
の
記
念
旅
行
で
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
行
っ
て
留
守
だ
っ
た
の

で
、
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

所
長
の
家
の
鍵
を
貰
い
、
家
に

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
所

長
の
留
守
宅
か
ら
、
娘
の
大
家

と
な
る
リ
ア
ナ
さ
ん
や
、
紹
介

さ
れ
た
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

と
連
絡
を
取
り
、

そ
の
日
は
早
く
休

み
ま
し
た
。
翌

朝
、
リ
ア
ナ
さ
ん

に
挨
拶
し
て
娘
の

荷
物
を
運
び
込

み
、
い
よ
い
よ
ア

メ
リ
カ
生
活
の
始

ま
り
で
す
。

翌
日
は
、
海
外

で
初
め
て
ロ
ー
タ

娘
が
退
社
し
て

ア
メ
リ
カ
へ
留
学

｢

私
、
会
社
を
辞
め
た
い｣ 

末

娘
が
家
内
に
言
い
出
し
た
の

は
、
今
年
の
４
月
頃
で
し
た
。

「
辞
め
て
ア
メ
リ
カ
へ
語
学
勉

強
に
行
き
た
い
」
と
、
ア
メ
リ

カ
留
学
を
扱
っ
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
毎
日
見
て
い
て
、

放
っ
て
お
く
と
留
学
先
を
決
め

て
来
そ
う
な
気
配
で
す
。
勝
手

に
行
か
れ
て
は
心
配
な
の
で
、

今
回
の
留
学
は
全
て
自
分
の
貯

金
で
賄
う
こ
と
を
条
件
に
許
可

し
、
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
市
デ
ル
モ
ア
の
設
計
事
務
所

リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
に
娘
と
出
席

し
、
バ
ナ
ー
の
交
換
と
他
の
会

員
達
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
ク

ラ
ブ
訪
問
も
無
事
終
了
。
そ
の

後
ハ
ワ
ー
ド
さ
ん
が
帰
っ
て
く

る
ま
で
の
10
日
余
り
で
他
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
例
会
に

も
参
加
し
て
多
く
の
友
人
が
出

来
ま
し
た
。
帰
国
の
と
き
に
は

｢

娘
さ
ん
の
世
話
は
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
帰
っ
て
く
だ
さ

い｣

と
言
わ
れ
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
友
情
に
『
感
謝
』
の
２
週
間

で
し
た
。
法
人
会
の
中
に
も
多

く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
居
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
海
外
に
行
か

れ
る
時
は
是
非
と
も
地
元
の
ク

ラ
ブ
例
会
に
出
席
さ
れ
親
交
を

持
た
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。29

年
ぶ
り
の
訪
問
も
瞬
く
間

の
出
来
事
で
、
娘
の
無
事
を
祈

り
な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

　

▲チャールズさん宅で食事
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中村靖之介 
吉祥寺南支部 

劇団前進座 俳優 

 

 
 

 

浅水  久子 氏  

株式会社　浅水商会　取締役 

〒 181 －0002 
三鷹市牟礼7－4－52 
ＴＥＬ　0422－47－7728 
ＦＡＸ　0422－47－7502 

三鷹東支部 

●靖之介の一口感想● 
昭和 53 年 9 月明治座での小野田勇作

「かっぽれ梅坊主」は三木のり平さん中村
翫右衛門が共演して評判をとった。平成
13年 8月武蔵野青年会議所主催による、
むさしの「KAPPORE」の新曲と新舞踊を
私が監修した。かっぽれで大いに健康な
浅水さん「浅水久子大衣奏」と命名します。 

 

▲浅水久子さん　左から３番目
　本年８月　日本テレビ　ふるさとまつりにて

― 

今
の
ご
健
康
の
秘
訣
を
？

浅
水
　
さ
あ
、
そ
れ
が
健
康
の
元

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
…

若
い
と
き
か
ら
体
を
動
か
す
の
が

大
好
き
で
し
た
か
ら
…

―
今
、
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
を
踊
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
…

浅
水
　
あ
る
時
か
っ
ぽ
れ
踊
り
を

拝
見
し
て
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
勧
め
て
く
だ
さ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
て
宗
家
櫻
川
梅

后
先
生
の
お
稽
古
場
に
伺
い
六
十

の
手
習
い
と
思
っ
て
…
早
速
弟
子

入
り
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
、

今
は
か
っ
ぽ
れ
踊
り
の
修
行
中

― 

そ
れ
は
ま
た
電
撃
的
！

浅
水
　（
笑
）
お
稽
古
は
厳
し
く
奥

が
深
い
で
す
。
間
違
っ
た
り
す
る

と
「
そ
の
よ
う
に
は
教
え
て
い
な

い
！
」
と
横
を
向
か
れ
た
り
し
て

（
笑
）
后
浅
と
い
う
名
前
を
戴
き
ま

し
た
が
…
未
だ
に
厳
し
い
修
行
を

し
て
お
り
ま
す
。

― 

芸
は
一
生
の
も
の
で
す
か
ら

浅
水
　
毎
週
土
曜
日
に
通
い
教

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

― 

理
想
的
な
健
康
法
！

浅
水
　
私
は
他
に
も
仲
間
が
お
り

ま
す
。
俳
画
や
ネ
ク
タ
イ
作
り
そ

ん
な
仲
間
と
逢
う
事
も
健
康
法
の

一
つ
と
思
い
ま
す
。

― 

ス
ポ
ー
ツ
の
方
は
？

浅
水
　
以
前
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

― 

ほ
う
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
？

浅
水
　
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
し
た
。

― 

え
っ
！
そ
れ
は
大
変
な
…

浅
水
　
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
90
㎞
の
剛

速
球
で
…
足
が
癒
だ
ら
け
で
ス

カ
ー
ト
が
履
け
な
い
…
（
笑
）
そ
の

経
験
が
あ
り
ま
す
か
ら
肩
が
強
い

の
で
ゴ
ル
フ
の
ボ
ー
ル
も
…
内
緒

で
す
が
…
主
人
よ
り
も
飛
ぶ
ん
で

す
（
密
か
な
笑
）

― 

足
腰
も
ご
丈
夫
で
！
…

浅
水
　
踊
り
に
は
こ
の
様
に
片
足

で
立
ち
両
手
を
上
げ
て
指
に
力
を

入
れ
て
広
げ
る
…
そ
し
て
２
度
回

る
振
り
が
あ
り
ま
す
。

― 

そ
れ
は
…
相
当
難
し
い
動
き
で

す
ね
。
余
程
の
訓
練
を
積
ま
な
い

と
出
来
な
い
！
　
見
事
で
す
ね
！

浅
水
　
お
恥
ず
か
し
い
…
（
笑
）

― 

海
外
で
も
？

浅
水
　
か
っ
ぽ
れ
の
発
祥
は
昔
願

人
坊
主
等
が
踊
っ
て
い
た
か
っ
惚

れ
る
か
ら
来
た
と
言
わ
れ
て
お
り

― 
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
！
　
良
い

お
仲
間
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
？

浅
水
　
は
い
。
仙
台
や
鎌
倉
等
か

ら
お
稽
古
に
来
ま
す
。
全
国
で
会

員
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
大
勢

の
方
々
が
い
ま
す
。

― 

い
い
で
す
ね
、
体
を
動
か
す
事

と
い
い
お
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
楽
し
む
…

浅
水
　
そ
れ
だ
か
ら
今
も
健
康
に

過
ご
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
思
っ

ま
す
。
日
本
の
民
俗
文
化
を
世
界

に
広
め
よ
う
と
毎
年
参
り
ま
す
。

キ
モ
ノ
姿
も
珍
し
く
非
常
に
評
価

さ
れ
て
ハ
ワ
イ
の
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー

チ
で
も
踊
り
何
時
も
№
１
を
戴
い

て
お
り
ま
す
。

― 

ど
う
ぞ
大
い
に
踊
っ
て
世
界
に

輪
（
和
）
を
広
げ
て
下
さ
い
。

浅
水
　
は
い
、
孫
や
そ
の
友
達
に

も
お
習
字
を
教
え
た
り
、
安
ら
か

な
時
間
も
過
ご
し
な
が
ら
…
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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す
ず

き

い
く

こ

鈴 

木
　
郁 

子
　

さ
ん

その27の @22

（
小
金
井
南
支
部
）

選
挙
で
倒
産
し
た

　
　
　
　
酒
屋
を
再
建

㈱
三
河
屋
　
代
表
取
締
役

　
人
を
信
じ
て
助
け
ら
れ
、

　
夫
か
ら
引
継
い
だ
店
を
守
る

　
鈴
木
郁
子
さ
ん
が
嫁
い
だ
阿
佐
ヶ
谷
の
三
良
（
さ
ん
り
ょ
う
）
酒

店
は
、
義
父
の
国
政
選
挙
出
馬
の
た
め
に
倒
産
、
小
金
井
に
移
り「
三

河
屋
」
の
名
前
で
店
は
再
開
し
ま
す
が
、
ご
主
人
の
急
な
逝
去
に
よ

り
ご
自
分
が
経
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幾
つ
も
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
き
た
鈴
木
さ
ん
の
前
向
き
な
生
き
方
を
伺
い
ま
し
た
。

参
議
院
全
国
区
出
馬
の
た
め

店
が
倒
産

　
昭
和
30
年
４
月
、
阿
佐
ヶ
谷
の

三
良
酒
店
の
長
男
と
結
婚
。
店
は

繁
盛
し
て
い
て
、
義
父
母
と
弟
妹

５
人
に
小
僧
や
女
中
な
ど
も
含

め
る
と
総
勢
15
人
と
い
う
大
所

帯
で
し
た
。
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女

学
院
を
出
た
ば
か
り
の
私
は
、
商

家
の
忙
し
い
生
活
の
な
か
で
弟

妹
や
親
戚
の
子
供
た
ち
の
洋
服

を
縫
っ
た
り
、
朝
か
ら
３
升
の
釜

で
米
を
炊
い
て
小
姑
た
ち
の
弁

当
を
用
意
す
る
な
ど
寝
る
時
間

も
な
い
毎
日
で
し
た
。
長
女
が
生

ま
れ
次
女
を
妊
娠
し
た
頃
、
全
国

酒
販
組
合
副
理
事
長
を
務
め
て

い
た
義
父
に
参
議
院
全
国
区
出

馬
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
義
父
母

は
全
国
を
周
る
、
家
に

は
深
夜
ま
で
人
が
出
入

り
す
る
な
ど
多
忙
を
極

め
ま
し
た
。
が
、
公
示
前

に
な
る
と
関
西
か
ら
醸

造
家
が
立
候
補
す
る
こ

と
に
な
り
、
票
が
割
れ

な
い
よ
う
出
馬
を
断
念

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
三
良
酒
店
は

昭
和
34
年
に
２
０
０
０

万
円
の
借
金
を
抱
え
て

倒
産
、
夫
は
、
私
の
叔
父

の
紹
介
で
横
浜
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
に
勤
め
ま
し
た
。

店
を
再
建
、

家
を
新
築
し
た
ら
夫
が
他
界

　
数
年
後
、
義
父
母
が
阿
佐
ヶ
谷

か
ら
小
金
井
に
移
り
「
三
河
屋
」

酒
店
を
開
い
た
の
で
、
夫
は
会
社

勤
め
を
辞
め
て
店
に
戻
り
配
達
な

ど
外
回
り
、
私
は
店
番
で
子
供
の

学
校
へ
は
入
学
・
卒
業
式
以
外
は

行
っ
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
仕
事
一

辺
倒
の
生
活
を
続
け
ま
し
た
。
昭

和
40
年
代
は
住
宅
ブ
ー
ム
で
棟
上

げ
な
ど
に
清
酒
の
「
２
本
結
（
ゆ

す
が
、
困
っ
た
の
は
新
築
費
用
の

返
済
や
、
店
の
運
転
資
金
な
ど
銀

行
関
係
で
す
。
幸
い
、
農
協
の
支

店
長
さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
り
問
屋

さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
配
達
だ
け
ア

ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
店
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
夫
を
亡
く
し
て
か
ら

酒
販
組
合
の
会
合
に
出
始
め
ま
し

た
が
、
紅
１
点
で
も
あ
り
気
が
滅

入
る
ば
か
り
で
し
た
。
法
人
会
に

は
猪
谷
千
春
さ
ん
の
講
演
を
聴
き

に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
異

業
種
の
多
く
の
方
た
ち
と
知
り
合

い
に
な
り
、
出
席
す
る
た
び
に
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
不
景
気
で
酒
店
の
数
も
減

り
ま
し
た
が
、
同
居
し
て
い
る
長

女
一
家
が
店
を
継
い
で
く
れ
ま

す
。
近
く
に
東
京
農
工
大
学
が
あ

り
、
昔
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
な
か
っ
た

頃
、
夜
中
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
叩
い

て
お
酒
を
買
っ
た
学
生
た
ち
が
と

き
お
り
「
お
ば
さ
ん
、
お
店
続
い

て
い
る
ん
だ
ね
」
と
立
ち
寄
っ
て

く
れ
る
の
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
談
）

わ
き
）」が
ど
ん
ど
ん
売
れ
、
市
長

が
当
選
し
た
と
き
に
は
120
組
納
め

る
な
ど
好
景
気
に
支
え
ら
れ
て
借

金
を
完
済
で
き
ま
し
た
。
落
ち
着

い
た
頃
、
夫
と
乗
鞍
高
原
に
度
々

出
か
け
、
カ
メ
ラ
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
何
度
も

乗
り
景
色
を
写
し
た
の
が
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　
昭
和
58
年
、
家
を
新
築
し
て
喜

ん
だ
の
も
束
の
間
、
夫
に
病
魔
が

襲
い
２
ヶ
月
余
の
闘
病
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
店
番
や
商
品
管
理
は

私
が
し
て
い
た
の
で
分
か
る
の
で
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－会員増強にご協力下さい－

武
蔵
野
法
人
会
に
設
け
ら
れ
た
相
談
室
。

無
料
で
す
。
好
評
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

法
人
会
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
開
設
さ
れ
た
、《
無
料
相
談
室
》。

既
に
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

社団 
法人 

武
蔵
野
法
人
会
事
務
局 

〒
180
―

0006  

武
蔵
野
市
中
町
2
―
11
―
13  

三
鷹
ビ
ル
3
Ｆ 

　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
２
―
51
―
１
４
４
１ 

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
２
―
55
―
５
５
４
４ 

◆税金についてのご相談は… 
　　　　事務局へご連絡下さい　 
  　　　　　（税理士　担当） 

◆法律についてのご相談は… 
 毎月第2火曜日 
 　  （小林顧問弁護士  担当） 

◆経営についてのご相談は… 
 毎月第4木曜日 
       （中小企業診断士  担当） 

会場　武蔵野法人会館 
時間　午後1時～4時 

※予約制です。事前に事務局まで 

　ご連絡ください。 

R会 員 企 業 の P

出
版
社 

株
式
会
社
ネ
ッ
ト
武
蔵
野

小
金
井
市
本
町
５
―
19
―
８
　
ア
カ
シ
ア
ビ
ル
４
Ｆ
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２（
３
８
２
）５
７
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２（
３
８
４
）２
０
８
０

h
ttp
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w
w
.n
e
t-m
u
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a
s
h
in
o
.c
o
.jp

　
創
立
は
２
０
０
０
年
７
月
。
武
蔵
小
金
井
駅
北

口
、
長
崎
屋
左
横
通
り
。『
名
勝
小
金
井
桜
の
今

昔
』『
大
國
魂
神
社
の
歳
時
記
』『
鎌
倉
街
道
伝
説
』

『
桜
・
武
蔵
野
』
田
沼
武
能
写
真
集
『
武
蔵
野
讃
歌
』

（
豪
華
本
）な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
本
を
は
じ
め
、
絵
本
、
詩
画
集
な
ど
良
書
を

出
版
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
方
２
割
引
。
送
料
無
料
。

有
限
会
社
　
コ 

タ 

ン

小
金
井
市
東
町
５
―
３
―
４
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２（
３
８
４
）３
１
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２（
３
８
４
）３
２
３
４

　
料
亭
コ
タ
ン
は
地
元
で
愛
さ
れ
40
年

　
新
鮮
な
北
海
の
幸
を
手
作
り
、
無
添
加
に
こ
だ
わ
っ
て
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

各
種
ご
宴
会
は
百
名
様
ま
で
対
応
可
能
。
贅
を
尽
く
し
た
建
築
で
、
法
事
に
は
最

適
で
す
。

　
法
人
会
員
様
に
は
飲
み
放
題
５
千
円
か
ら
の
特
別
コ
ー
ス
を
ご
用
意
。
更
に
十

名
様
以
上
は
送
迎
無
料
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献
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TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,737名 

加入率＝47.5％（2009年9月末現在） 
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13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
 
27 
28 
29 
30

11 月の    行事予定表 

 
青年部会　役員会 
（文化の日） 
源泉部会　年末調整説明会 
 
常任理事会・理事会 
全国青年のつどい（岩手大会） 
三鷹西支部　役員会 
 
 
ｅ－Ｔａｘ講習会 
総務委員会 
ｅ－Ｔａｘ講習会 
吉祥寺北第二支部　役員会 
納税表彰式 
小金井地区合同日帰り研修旅行 
三鷹東支部　役員会 
税を考える週間　記念講演会 
 
 
ｅ－Ｔａｘ講習会 
 
新設法人説明会 
ｅ－Ｔａｘ講習会 
女性部会　日帰り研修旅行 
不動産賃貸経営部会　役員会 
 
 
（勤労感謝の日） 
広報正副委員長会議・委員会 
決算法人説明会 
公益法人制度改革対策協議会 
小金井市政懇談会 
厚生研修会 
 
 
源泉部会　役員会 

（2009年10月28日現在） 
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18 

19 

20 

21 
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28 

29 

30 

31

12 月の    行事予定表 

 

三鷹市政懇談会 

不動産賃貸経営部会　研修会 

 

 

青年部会　クリスマス家族会 

 

青年部会　役員会 

総務委員会 

吉祥寺北第二支部　役員会 

吉祥寺南支部　研修会 

税制委員会 

常任理事会・理事会 

女性部会　研修会 

 

 

事業委員会 

広報正副委員長会議・委員会 

環境見学研修 

 

新設法人説明会 

 

 

決算法人説明会 

 

（天皇誕生日） 

 

（2009年10月28日現在） 
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好評連載  「ドクター三浦の旅行医学講座」 連続講座 
　　　　  「我が社のホープ」 株式会社 ひろ写真 伊藤 公司さん

　　　　  「リレーエッセイ」 昭合建設 株式会社 熊本 誠司さん

　　　　  「体想談義」 株式会社 浅水商会 浅水 久子さん

　　　　  「私の歩いてきた道」 株式会社 三河屋 鈴木 郁子さん

公益法人制度改革新シリーズ「第1弾」

平
成
二
十
一年
十
一月
五
日
発
行（
毎
月
五
日
発
行
）

第
三
十
六
巻
第
十
号（
通
巻
第
三
八一号
）

ほ
う
じ
ん「
む
さ
し
の
」

編
集
責
任
者
／
小
山
雅
巳

印
　
刷
／
株
式
会
社  

文
伸

定
価
／
三
○
○
円（
会
員
は
年
会
費
に
含
む
）

社団
法人武蔵野法人会
武蔵野市・三鷹市・小金井市
HP  http://www.musashinohojinkai.or.jp/

昔は「水道道路」（昭和40年12月）
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